





















































調査対象者 143名の体型は、平均身長 158.5± 5.1㎝、平均体重 52.0± 6.6
55やせ志向の女子大生はどのような食事をしているのだろうか？ ―食生活の実態と課題―
㎏、平均 BMI20.6± 2.2㎏ /m2、そして BMIによる体型分布は「やせ」14名
（9.8％）、「標準」125名（87.4％）、「肥満」4名（2.8％）であった。平均理
想体重は 47.8± 4.7㎏、平均身長と平均理想体重から算出した平均理想 BMI
は 18.9± 1.9㎏ /m2であった。現在の体重と理想体重には 4.2㎏の差があり、







身長（cm）  158.5 ± 5.1  158.2 ± 5.2 
体重（㎏）  52.0 ± 6.6  52.9 ± 6.9
BMI（㎏ /m2）  20.6 ± 2.2  20.8 ± 2.4
理想体重（㎏）  47.8 ± 4.7  47.4 ± 4.9














































































体質・体重認識 2.37 ± 0.58  13 （9.1%）
食動機 2.13 ± 0.57  12 （8.4%）
代理摂食 2.23 ± 0.78  25 （17.5%）
空腹・満腹感 1.98 ± 0.53  6 （4.2%）
食べ方 2.00 ± 0.79  21 （14.7%）
食事内容 2.17 ± 0.55  12 （8.4%）






























































































調査対象者 143名の体型は、平均 BMI20.6± 2.2kg/m2で「標準」であったが、
平均身長と平均理想体重から算出した平均理想BMIは 18.9± 1.9kg/m2であっ
























上で、平均値 3.0以上が認められた学生であった。調査期間は 2016年 7月 1









































朝食 12 6 6 50.0
朝昼兼用食 - 3 - -
昼食 12 12 0 0.0
夕食 15 14 2 13.3
間食 - 8 - -

































朝食 6 0 0 0 3 3
昼食 5 0 6 1 0 0
夕食 9 3 0 1 1 1

















朝食 11.9± 8.6 9:20 ± 1:01 0:32（0:56,0:02）
昼食 17.2± 6.9 12:53± 3:37 0:44（0:56,0:02）
夕食 30.1± 17.6 20:10± 5:15 1:47（1:48,0.24）
n=5
3．2．4．栄養素等摂取量
表 8に 1人 1日当たり平均栄養素等摂取量と、比較のために平成 28年国



































エネルギ （ーkcal） 1,424± 231 1,631 1,650
たんぱく質エネルギー比（%） 14.6 動物性たんぱく質比率54.1 13～ 20（16.5）
脂肪エネルギー比（%） 34.8 30.1 20～ 30（25.0）
炭水化物比（%） 50.6 54.9 50～ 65（57.5）
食物繊維総量（g）  11.2 ± 4.3 11.9 18以上
食塩相当量（g）  7.2 ± 2.2 8.5 7.0未満
ナトリウム（mg）  2,704 ± 989 3,352 600g
カリウム（mg）  1,656 ± 606 1,829 2,000
カルシウム（mg）  404 ± 125 396 550
鉄（mg）  5.5 ± 2.0 6.5 8.5
ビタミン A（μg）  382 ± 242 459 450
ビタミン D（μg）  5.1 ± 7.0 5.9 5.5
ビタミン E（mg）  5.6 ± 1.5 5.7 6.0
ビタミン K（μg）  116 ± 51 189 150
ビタミン B1（mg）  0.81 ± 0.10 0.77 0.9
ビタミン B2（mg）  0.91 ± 0.20 1.01 1.0
ナイアシン（mg）  13.5 ± 5.6 12.2 9
ビタミン B6（mg）  0.89 ± 0.36 0.95 1.0
ビタミン B12（μg）  4.5 ± 4.9 4.8 2.0
葉酸（μg）  152 ± 60 229 200


















食品 調査対象者（n=5） 先行研究（n=10） 目安（女性 2,200㎉）
主食（SV） 2.2± 0.6 3.7± 1.9 5～ 7
副菜（SV） 2.9± 1.8 3.2± 1.0 5～ 6
主菜（SV） 4.3± 2.1 4.0± 1.0 3～ 5
牛乳・乳製品（SV） 0.8± 0.8 1.3± 1.5 2
果物（SV） 0± 0 0.5± 0.4 2
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